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右
は
貞
享
三
年
也
。

自
他
群
番
に
一
宮
ふ
。
一
柳
監
物
殿
縮
所
は
.
宮
腰
康
問
之
港
、
今
の

前
田
中
務
・
=
一
岡
村
如
水
・
三
岡
村
主
計
屋
敷
、
共
外
明
地
の
所
也
。
此

所
に
共
艶
居
所
を
構
へ
、
町
奉
行
里
見
七
左
衛
門
・
岡
田
十
右
衛
門

守
護
す
。
常
住
勤
番
之
侍
‘
定
番
馬
廻
彼
所
に
詰
め
て
響
聞
す
。
或

は
年
中
或
は
月
代
り
に
勘
v
之
。
足
騒
以
下
ま
た
勤
番
す
。
然
る
鹿
貞

享
三
年
民
館
居
御
赦
菟
有
り
て
、
右
番
人
等
被
a
指
止
一
四
隅
番
所
之

内
三
h
y

所
は
監
物
殿
家
来
三
人
民
被
v

下
と
也
。
と
あ
り
。
岡
越
政
己

の
一
柳
監
物
殿
御
賀
始
末
記
に
-R
ふ
。
居
所
を
披
西
宮
腰
口
庚
岡
越

に
梼
ふ
。
其
居
所
を
構
ふ
る
聞
は
、
按
外
蓮
池
の
亭
へ
入
置
か
る
と

去
ふ
。
今
共
跡
を
等
ぬ
る
に
、
木
r
新
保
御
畑
の
地
是
危
り
と
。
或
は

一
式
ふ
。
共
地
二
千
歩
許
と
。
共
隣
篠
嶋
主
馬
清
久
邸
も
、
左
兵
衛
の

時
享
保
九
年
、
本
高
二
千
五
百
石
営
り
七
百
五
十
歩
拝
領
す
と
云
ふ

も
此
の
宮
地
注
り
o
且
右
囲
の
門
は
、
今
の
玉
井
勘
解
由
貞
短
邸
表

電骨

国
紳
戸
城
を
給
ふ
。
抑
t

伊
諜
園
は
泉
代
先
組
の
領
せ
し
園
・
な
れ
ば
、

彼
固
に
て
所
領
賜
は
り
、
永
く
子
孫
に
僻
へ
ぼ
や
と
盤
申
し
て
卒
し

け
れ
ば
、
寛
永
十
三
年
彼
の
墜
に
佳
せ
て
、
嫡
子
丹
後
守
直
霊
伊
強
固

新
居
郡
西
僚
に
住
し
町
、
=
一
寓
石
を
領
す
。
共
子
監
物
直
興
家
を
縫
ぎ
、

舎
弟
牟
捕
直
照
に
所
領
五
千
石
を
分
つ
。
直
興
後
に
罪
譲
り

τ、
寛

文
五
年
七
月
廿
九
日
加
賀
園
へ
流
さ
れ
て
、
加
賀
守
網
妃
卿
に
漬
け

ら
れ

τ家
絶
え
ぬ
。
禁
裏
修
迭
の
時
、
直
興
も
役
に
随
ひ
し
が
、
治

事
の
内
ひ
そ
か
に
強
州
へ
下
り
て
、
漣
幸
の
時
に
臨
み
て
京
師
に
あ

ら
宇
。
平
日
不
行
跡
の
聞
え
多
く
、
所
領
の
地
波
牧
せ
ら
れ
ぬ
。
と

あ
り
。
按
や
る
に
、
共
の
罪
科
の
事
院
、
淡
海
抜
惹
・
に
如
v
左
載
せ
た

り

伊
諜
圏
西
保
城
主

一
、
二
高
五
千
石

一
柳
監
物
直
興

右
監
物
事
、
七
月
廿
九
日
野
定
所
h
召
b

之
被
昌
仰
渡
-
次
第
、
去
年
禁

中
御
作
事
出
来
御
移
徒
之
刻
、
上
京
可
'
仕
皆
被
=
仰
出
-
候
属
、
不
v
能
a

共
儀
↓
且
又
蛍
四
月
上
旬
可
v
致
【
暴
動
-
筈
之
島
、
五
月
末
迄
令
a
延
引
吋

共
上
在
所
之
仕
置
悪
敷
、
百
姓
等
数
多
一
度
に
致
a

殺
害
一
穿
以
不
届

被
且
思
召
-
候
。
依
v
之
領
知
伊
至
上
之
一
松
平
加
賀
守
へ
御
預
け
被
v
成

候
者
也
。

金
滞
古
蹟
志
巻
サ
七

五二

門
と
町
家
と
の
聞
に
あ
り
。
或
は
云
ふ
。
二
重
固
に
て
、
外
国
の
内

に
番
所
あ
り
。
内
園
の
内
は
出
棋
士
・
女
ま
で
の
由
と
也
。
叉
-E
ふ
。
元

総
十
五
年
八
月
監
物
殿
卒
去
後
、
居
亭
賀
却
と
成
る
。
此
時
人
々
見

物
に
も
罷
越
す
。
書
院
は
滞
シ
ヤ
ウ
寺
に
建
つ
る
と
一
式
ふ
。
今
按
宇

る
に
、
滞
シ
ヤ
ウ
寺
は
停
馬
町
の
滞
照
寺
な
ら
ん
か
。

O
-
柳
監
物
直
輿
健

審
翰
穏
に
一
式
ふ
。
一
一
柳
は
、
人
皇
七
代
孝
鍵
天
皇
の
御
子
伊
強
皇
子

の
御
末
河
野
四
郎
越
智
通
信
が
末
葉
也
。
始
め
河
野
が
一
族
伊
柏
原
因

を
去
り
て
美
濃
固
に
来

p
、
営
園
の
守
麓
土
岐
家
に
仕
ふ
。
主
の
姓

を
給
は
り
て
源
氏
に
成
り
、
一
柳
と
ぞ
名
乗
り
け
る
。
又
右
衛
門
尉

直
高
が
時
に
至
り
て
、
美
畿
圏
厚
見
郡
を
領
す
。
男
子
二
人
あ
り
。

兄
は
市
介
直
末
、
弟
は
凶
郎
左
衛
門
直
盛
と
申
し
け
り
。
直
末
家
を

継
ぎ
‘
織
田
殿
に
仕
へ
、
後
秀
吉
に
属
し
、
北
畠
殿
と
の
寧
起
り
、

天
正
十
二
年
の
夏
、
美
濃
園
竹
が
鼻
按
を
攻
落
し
、
直
宋
に
賜
ひ
、

ニ
高
石
、
伊
豆
守
に
任
じ
、
同
十
八
年
北
僚
を
討
た
れ
し
時
、
直
末

山
中
披
の
先
が
け
し
て
討
死
す
o
弟
直
盛
し
て
共
家
を
継
ぎ
.
監
物

に
た
さ
れ
、
尾
張
黒
田
携
に
移
る
。
慶
長
五
年
秋
徳
川
股
に
随
ひ
臭

に
む
か
ひ
、
叉
上
方
の
寧
に
高
名
せ
し
に
依
り
て
、
勧
賞
し

τ伊
勢

管

4ト

;rLt信
箆

又
林
信
篤
の
所
v
撰
の
除
邑
銭
に
は
‘
三
高
石
一
柳
監
物
直
興
。
伊
強

固
川
上
邑
。
寛
文
五
年
八
月
ニ
目
。
座
ゑ
裏
修
築
之
役
慾
v
期
。
及
家

事
不
v
E
。
及
参
府
失
'
期
。
流
昌
子
加
賀
間
金
津
↓
邑
除
。
と
あ
り
。
右

三
高
石
と
た
し
、
ま
た
八
月
二
日
に
係
け
た
る
は
訣
り
た
る
ぺ
し
。

又
自
他
群
容
に
は
、
寛
文
七
年
六
月
九
日
久
世
大
和
守
殿
へ
前
回
針

馬
第
=
御
使
-
罷
越
し
、
伊
強
西
保
城
主
一
柳
監
物
殿
御
不
審
之
品
々

被
且
仰
渡
刊

一
、
参
勤
之
設
E

遅
滞
一
共
上
賞
地
参
靖
之
同
目
、
御
老
中
へ
一
度
案

内
有
v
之
、
共
以
後
は
今
日
迄
兎
角
之
儀
不
v
被
一
-
申
越
-
候
事
。

一
、
禁
中
御
普
諦
之
手
僻
被
=
仰
付
一
一
御
普
請
初
井
御
移
徒
之
刻
者
‘

前
康
に
狭
義
z
上
手
候
様
被
=
仰
渡
-
候
庭
、
御
移
徒
之
翌
日
上
京
背
=

上
意
-
候
一
事
。

一
、
貧
家
砲
、
百
姓
あ
た
り
悪
、
困
窮
仕
、
共
外
好
色
世
に
勝
、
不
作

法
成
事
。

て
所
持
之
金
子
拾
六
寓
七
千
雨
。

右
御
僚
政
を
以
て
領
地
被
昌
召
上
一
網
紀
卿
b
御
預
け
、
加
州
金
津
へ

錨
居
。
家
来
高
嶺
十
郎
右
衛
門
・
粛
藤
主
税
・
崎
閉
伊
織
・
灘
消
左
衛

門
‘
今
一
人
相
従
へ
、
十
月
道
中
静
固
と
し
て
、
演
井
源
右
衛
門
・
牟

五




